
2
0
1
4
年
の
み
ん
ぱ
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
の
テ
ー
マ

は
「
植
物
」。
み
ん
ぱ
く
の
展
示
・
収
蔵
資
料
の
な
か
で
、
草
花

や
樹
木
と
人
び
と
と
の
か
か
わ
り
を
あ
ら
わ
す
12
点
を
選
び
ま

し
た
。

人
間
の
生
活
に
と
っ
て
、
植
物
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
。

食
糧
だ
け
で
な
く
、
服
飾
品
や
日
用
品
、
あ
る
い
は
信
仰
の
品

と
し
て
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

一
年
を
通
し
て
、
世
界
の
人
び
と
と
植
物
と
の
か
か
わ
り
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

特
別
展

「
渋
沢
敬
三
記
念
事
業　

屋
根
裏
部
屋
の
博
物
館
―A

ttic M
useum

」

日
本
銀
行
総
裁
、
大
蔵
大
臣
を
歴
任
し
た
渋
沢
敬

三
は
ま
た
、
邸
内
に
私
設
博
物
館
兼
研
究
所
を
設

立
し
た
民
俗
学
者
で
も
あ
り
ま
し
た
。
本
展
で
は
、

渋
沢
敬
三
の
経
歴
と
民
俗
学
研
究
を
紹
介
し
ま
す
。

会
期　

12
月
3
日
（
火
）
ま
で

会
場　

特
別
展
示
館

企
画
展

「
台
湾
平へ

い
ほ埔
族
の
歴
史
と
文
化
」

平
埔
族
の
人
び
と
が
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

再
構
築
す
る
よ
う
す
を
紹
介
し
ま
す
。
国
立
台
湾

歴
史
博
物
館
と
の
国
際
連
携
展
示
で
す
。

会
期　

11
月
26
日
（
火
）
ま
で

会
場　

企
画
展
示
場
Ａ

み
ん
ぱ
く
×
Ｍ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
p
r
e
s
e
n
t
s

「
行
っ
て
！ 

わ
か
っ
た
！ 

こ
れ
が
び
っ
く
り
リ
ア
ル
世
界
だ
。」

「
60
日
間
ほ
ぼ
世
界
一
周
」
河
田
直
也
さ
ん
（
Ｍ
Ｂ

Ｓ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
と
、「
狩
猟
採
集
民
を
お
っ
て

世
界
を
め
ぐ
る
」
本
館
教
授
池
谷
和
信
に
よ
る

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
司
会
は
、
古
川
圭
子
さ
ん

（
M
B
S
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
で
す
。

9
月
16
日（
月
・
祝
）に
開
催
予
定
で
し
た
が
、台
風
の

た
め
延
期
と
な
り
次
の
日
程
で
振
替
開
催
し
ま
す
。

会
場　
国
立
民
族
学
博
物
館 

講
堂

時
間　

13
時
30
分
〜
15
時
（
13
時
開
場
）

定
員　
4
5
0
名
（
当
日
先
着
順
）

参
加
費　
無
料
（
展
示
を
ご
覧
に
な
る
方
は
、
観
覧
料
が
必
要
で
す
）

国立民族学博物館友の会　電話  06-6877-8893（平日9時～17時）　FAX 06-6878-3716
 http://www.senri-f.or.jp/      e-mail minpakutomo@senri-f.or.jp

電話  06-6876-3112
FAX  06-6876-0875
e-mail shop@senri-f.or.jp
水曜日定休

ウェブサイトもご覧ください。
オンラインショップ
「World Wide Bazaar」

http://www.senri-f.or.jp/shop/

み
ん
ぱ
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

友の会

国立民族学博物館
ミュージアム・ 
ショップ

日
時　

11
月
4
日
（
月
･
振
休
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分
（
13
時
開
場
）

会
場　

講
堂
（
定
員
4
5
0
名
）

※
申
込
不
要
、
先
着
順
、
参
加
無
料

※
当
日
10
時
か
ら
講
堂
入
口
に
て
整
理
券
を
配
布

佐
々
木
高
明
先
生
追
悼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
日
本
文
化
の
し
く
み
―
そ
の
多
様
性
を
考
え
る
」

佐
々
木
高
明
元
館
長
の
学
説
の
概
要
を
紹
介
し
、
日

本
の
民
族
学
史
の
中
に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
ど

の
よ
う
に
評
価
さ
れ
、
学
問
的
に
展
開
さ
れ
て
き
た

か
を
検
討
し
ま
す
。

日
時　

11
月
9
日
（
土
）
13
時
〜
16
時
30
分

会
場　

講
堂
（
定
員
4
5
0
名
）

※
申
込
不
要
、
先
着
順
、
参
加
無
料

カ
ム
イ
ノ
ミ（
神
へ
の
祈
り
）

み
ん
ぱ
く
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
ア
イ
ヌ
の
標
本
資
料

へ
の
感
謝
と
安
全
を
願
い
、（
社
）
北
海
道
ア
イ
ヌ

協
会
の
協
力
を
え
て
、
カ
ム
イ
ノ
ミ
を
お
こ
な
い
ま

す
。
あ
わ
せ
て
古
式
舞
踊
も
披
露
し
ま
す
。
ど
な
た

で
も
見
学
で
き
ま
す
。

日
時　

11
月
21
日
（
木
）　

10
時
30
分
〜

会
場　

本
館　

玄
関
前
広
場

※
雨
天
の
場
合
は
、
特
別
展
示
館
休
憩
所
（
B
F
）

に
て
開
催

ア
イ
ヌ
工
芸
in
み
ん
ぱ
く

ア
イ
ヌ
民
族
が
培
っ
て
き
た
も
の
作
り
の
技
術
や
知

恵
、
伝
統
か
ら
創
造
さ
れ
た
数
々
の
作
品
に
ふ
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

ア
イ
ヌ
協
会
優
秀
工
芸
師
に
よ
る
「
刺
し
ゅ
う
」
や

「
木
彫
」
の
実
演
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
時　

11
月
21
日（
木
）〜
24
日（
日
）
11
時
〜
16
時

会
場　

本
館
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

※
観
覧
無
料

◆
も
の
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・「
糸
巻
き
」
に
ア
イ
ヌ
文
様
を
彫
っ
て
み
よ
う

・「
布
コ
ー
ス
タ
ー
」
に
ア
イ
ヌ
文
様
を
施
し
て
み
よ
う

日
時　

11
月
21
日
（
木
）〜
24
日
（
日
）
11
時
〜
15
時

会
場　

本
館
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

※
参
加
費　

各
5
0
0
円

※
申
込
不
要
、
先
着
順
、
各
日
10
名
ず
つ

み
ん
ぱ
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー

「
植
物
と
暮
ら
す
」

●
展
示
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ

展
示
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
た
め
、
朝
鮮
半
島
の

文
化
・
中
国
地
域
の
文
化
・
日
本
の
文
化
（
沖
縄
の

文
化
）
が
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。

期
間　

11
月
7
日
（
木
）
〜

　
　
　

2
0
1
4
年
3
月
19
日
（
水
）

●
展
示
場
一
部
閉
鎖
の
お
知
ら
せ

本
館
2
階
展
示
場
の
空
調
設
備
更
新
の
た
め
、
左

記
の
期
間
、
展
示
場
の
一
部
閉
鎖
を
い
た
し
ま
す
。

そ
の
間
は
観
覧
無
料
と
な
り
ま
す
（
た
だ
し
自
然

文
化
園
（
有
料
区
域
）
を
通
行
さ
れ
る
場
合
は
、
入

園
料
が
必
要
で
す
）。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

1
．
12
月
5
日（
木
）〜
2
0
1
4
年
1
月
22
日（
水
）

音
楽
の
一
部
、
言
語
、
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、

中
央
・
北
ア
ジ
ア
、
ア
イ
ヌ
の
文
化
、
日
本
の
文

化
、
ナ
ビ
ひ
ろ
ば
、
休
憩
所
が
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。

2
．
2
0
1
4
年
1
月
23
日（
木
）〜
2
月
19
日（
水
）

オ
セ
ア
ニ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ

カ
、
西
ア
ジ
ア
、
音
楽
の
一
部
が
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。

※
各
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
の
受
付
時
間
は
、
9
時
か
ら

17
時
（
土
日
祝
を
除
く
）
で
す
。

友
の
会
講
演
会
（
大
阪
）

会
場　
国
立
民
族
学
博
物
館　
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室

定
員　

96
名
（
当
日
先
着
順
、
会
員
証
提
示
）

第
4
2
6
回　

12
月
7
日
（
土
）
14
時
〜
15
時

【
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
語
る
】

ド
リ
ア
ン
王
国
探
訪
記

講
師　
信
田
敏
宏
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

准
教
授
）

『
ド
リ
ア
ン
王
国
探
訪
記
』
は
、
私
が
マ
レ
ー
シ
ア
の
先
住
民
オ

ラ
ン
・
ア
ス
リ
の
研
究
の
た
め
に
、
2
年
半
現
地
に
住
み
こ
ん
で

調
査
を
し
た
時
の
体
験
を
ま
と
め
た
本
の
タ
イ
ト
ル
で
す
。「
ド

リ
ア
ン
王
国
」
は
、
オ
ラ
ン
・
ア
ス
リ
の
世
界
を
架
空
の
王
国
に

な
ぞ
ら
え
て
称
し
た
も
の
で
す
。
異
文
化
な
ら
で
は
の
失
敗
や
ト

ラ
ブ
ル
を
経
験
し
な
が
ら
、
何
と
か
首
長
の
養
子
に
な
る
儀
礼
を

経
て
、
村
に
受
け
入
れ
て
も
ら
う
ま
で
の
体
験
を
お
話
し
ま
す
。

そ
の
儀
礼
の
様
子
を
収
め
た
映
像
も
お
見
せ
し
ま
す
。

第
4
2
7
回　

1
月
11
日
（
土
）
14
時
〜
15
時

【
み
ん
ぱ
く
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
語
る
】

中
央
ア
ジ
ア
の
民
家
の
現
在

講
師　
藤
本
透
子
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

助
教
）

東
京
講
演
会

会
場　
モ
ン
ベ
ル
品
川
店
２
Ｆ
サ
ロ
ン

定
員　

60
名
（
要
事
前
申
込
）

第
1
0
7
回　

12
月
21
日
（
土
）
14
時
〜
15
時
30
分

【
ビ
デ
オ
テ
ー
ク
よ
り
】

婚
礼
に
映
し
だ
さ
れ
る
イ
ン
ド
の
い
ま

講
師　
三
尾
稔
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

准
教
授
）

盛
大
な
こ
と
で
知
ら
れ
る
イ
ン
ド
の
婚
礼
は
、
経
済
発
展
を
背
景

に
ま
す
ま
す
華
麗
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
婚

礼
に
う
つ
し
だ
さ
れ
る
イ
ン
ド
社
会
の
現
在
の
姿
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
婚
礼
に
か
け
る
人
び
と
の
思
い
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
イ
ン
ド
西
部
の
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
州
で

2
0
1
2
年
に
行
っ
た
取
材
に
基
づ
く
ビ
デ
オ
テ
ー
ク
映
像
の
一

部
を
お
見
せ
し
な
が
ら
、
イ
ン
ド
の
婚
礼
の
変
わ
り
つ
つ
あ
る
部

分
と
変
わ
ら
な
い
部
分
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
申
込
は
参
加
者
名
、
連
絡
先
を
明
記
し
て
上
記
友
の
会
ま
で

メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
に
て
。

北
大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
メ
ッ
セ

北
大
阪
7
市
3
町
の
美
術
館
、
博
物
館
が
、
2
日

間
限
定
で
み
ん
ぱ
く
に
大
集
結
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
楽
器
演
奏
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
地
域

の
民
俗
芸
能
上
演
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

日
時　

11
月
3
日
（
日
・
祝
）、
4
日
（
月
・
振
休
）

会
場　

本
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
及
び

　
　
　

特
別
展
示
館
休
憩
所
（
Ｂ
Ｆ
）

【
研
究
部
の
新
メ
ン
バ
ー
】

丸ま
る
か
わ
ゆ
う
ぞ
う

川
雄
三 

准
教
授
（
先
端
人
類
科
学
研
究
部
）
が

10
月
1
日
付
け
で
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
国
際
日
本

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
文
化
資
料
研
究
企
画
室
准
教
授

を
経
て
現
職
。
専
門
は
連
想
情
報
学
に
よ
る
文
化
財

情
報
発
信
の
研
究
。
開

発
に
携
わ
っ
た
主
な
ウ
ェ

ブ
サ
ー
ビ
ス
に
「
文
化

遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
」、

「
国
立
美
術
館
遊
歩
館
」、

「
想
―
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物

館
」
な
ど
が
あ
る
。

河か
わ
合い

洋ひ
ろ

尚な
お 

助
教
（
研
究
戦
略
セ
ン
タ
ー
）
が
9
月

1
日
付
け
で
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
国
立
民
族
学
博

物
館
・
機
関
研
究
員
を
経
て
現
職
。
専
門
は
、
社
会

人
類
学
、
都
市
人
類
学
、
漢
族
研
究
。
著
書
に
、『
景

観
人
類
学
の
課
題

―

中
国
広
州
に
お
け
る
都

市
環
境
の
表
象
と
再
生
』

（
風
響
社
）
な
ど
が
あ
る
。

論
文
「
中
国
系
宗
教
の

日
本
へ
の
適
応
と
変
容
」

に
て
、
2
0
0
1
年
安

田
三
郎
賞
受
賞
。

●
無
料
観
覧
日
の
お
知
ら
せ

11
月
3
日
（
日
・
祝
）、
16
日
（
土
）、
17
日
（
日
）

は
、
特
別
展
示
、
本
館
展
示
を
無
料
で
観
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　

た
だ
し
、
3
日
（
日
・
祝
）
に
つ
い
て
は
自
然
文

化
園
を
通
行
さ
れ
る
場
合
、
入
園
料
が
必
要
で
す
。

2014年みんぱく
オリジナルカレンダー
「植物と暮らす」
価格：1,500円＋税
※ 5冊以上まとめてご購入の場合
は、特別価格の１冊1,200円＋税

※通信販売の場合、１ヵ所につき
発送手数料400円が必要です

みんぱくホームページ　http://www.minpaku.ac.jp/ 電話でのお問い合わせ　06 - 6878 - 8560（本館 広報係）
みんぱくfacebookページ　http://www.facebook.com/MINPAKU.official

第
4
2
6
回　

11
月
16
日（
土
）

【
企
画
展
関
連
】

台
湾
平へ
い
埔ほ

族
の
歴
史
と
文
化

講
師　
野
林
厚
志（
国
立
民
族
学
博
物
館 

教
授
）

台
湾
に
お
い
て
、
早
く
か
ら

漢
族
の
影
響
を
強
く
受
け
、

慣
習
、
言
語
、
物
質
文
化
が

大
き
く
変
化
し
て
い
っ
た
平
埔

族
の
人
び
と
は
、
近
年
、
歴
史

史
料
や
博
物
館
資
料
を
手
が

か
り
に
自
分
た
ち
の
歴
史
を

見
つ
め
な
お
し
、
民
族
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
興
さ
せ
て
い

ま
す
。
今
回
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で

は
平
埔
族
の
歴
史
と
文
化
を

紹
介
し
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
が
再

生
さ
れ
る
過
程
を
考
え
ま
す
。

機
を
織
る
ク
ヴ
ァ
ラ
ン
族
の
女
性

（
19
世
紀
末
頃
）

第
4
2
7
回　

12
月
21
日（
土
）

カ
ザ
フ
の
死
者
儀
礼

―
日
常
か
ら
展
望
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム

講
師　
藤
本
透
子（
国
立
民
族
学
博
物
館 

助
教
）

死
者
の
た
め
に
ク
ル
ア
ー
ン

（
コ
ー
ラ
ン
）
を
唱
え
、
盛
大

な
肉
料
理
で
お
客
を
も
て
な

し
、
馬
上
競
技
に
熱
く
な
る
。

カ
ザ
フ
人
に
と
っ
て
の
イ
ス

ラ
ー
ム
（
イ
ス
ラ
ム
教
）
は
、

私
た
ち
が
想
像
す
る
イ
ス

ラ
ー
ム
と
は
少
し
異
な
り
ま

す
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
「
厳

格
」「
過
激
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
先
行
し
が
ち
な
イ
ス

ラ
ー
ム
に
つ
い
て
、
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
の
草
原
に
暮
ら
す
人
び

と
の
日
常
か
ら
考
え
ま
す
。

大
規
模
な
死
者
儀
礼
の
一
場
面
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